
数学 2 式と証明 No.1 解答

1 [相加平均・相乗平均の利用] AB = AC= 2，BC = kの4ABCにおいて， A
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辺AB，AC上にそれぞれ点 P，Qを，線分 PQが4ABCの面積を二等分する
ようにとる。このとき，線分 PQの長さの最小値を kで表しなさい。

C AP = x，AQ= yとおく。
24APQ =4ABCより，
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すなわち，
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4ABCに余弦定理を用いて，
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4APQに余弦定理を用いて，

PQ2 = x2+y2¡ 2xycosA

= x2+ # 2x ;2¡ 2 ¢ 2cosA (←1より)
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¡ 4cosA (←相加平均・相乗平均の関係より)
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等号成立条件は，x2 = 4
x2
，すなわち，x=

B
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よって，x=
B

2，y=
B

2 のとき，PQは最小値 k
B

2
をとる。 Ý 答


